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彙
　
　
報

○
開
講
科
目
︵
二
〇
一
三
年
度
︶

 

︻
全
学
教
育
科
目
︼ 

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

古 

典
の
世
界
「
東
洋
の
こ
こ
ろ
：
東
洋
医
学
の
祖
『
史
記
』
扁
鵲
倉

公
列
伝
講
読
」（
前
期
） 

静　

永　

准
教
授

 

︻
文
学
部
・
学
科
共
通
科
目
︼

コ
ア
セ
ミ
ナ
ー
（
前
期
） 

竹＊　

村　

教　

授

文
学
基
礎
（
後
期
） 

竹＊　

村　

教　

授

人
文
学
Ⅰ
「
東
ア
ジ
ア
世
界
の
交
流
と
変
容
」（
後
期
）

 

竹＊　

村　

教　

授

人
文
学
Ⅱ
「
生
と
死
の
探
求
」（
後
期
） 
静＊　

永　

准
教
授

古
典
語
（
漢
文
）
Ⅰ
Ⅱ 

（
帝
京
大
学
福
岡
）
中
村
昌
彦 

教　

授

中
国
語
（
中
級
）
Ⅰ
Ⅱ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ
Ⅱ

 

（
九
州
産
業
大
学
）
呉 

紅
華 
教　

授

中
国
語
会
話
Ⅰ
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅰ
Ⅱ 

林　
　
　

教　

師

中
国
語
科
指
導
法
Ⅱ
（
前
期
） 

（
佐
賀
大
学
）
中
尾
友
香
梨
准
教
授

 

︻
文
学
部
・
中
文
講
座
科
目
︼

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

演
習　
『
東
周
列
国
志
』
演
習 

竹　

村　

教　

授

講
義　

史
記
扁
鵲
倉
公
列
伝
講
読
（
前
期
） 

静　

永　

准
教
授

講
義　

唐
詩
テ
キ
ス
ト
論
（
後
期
） 

静　

永　

准
教
授

演
習　

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
（
19
）（
20
） 

静　

永　

准
教
授

彙　
　

報

演
習　

宋
詞
選
読 

林　
　
　

教　

師

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

林
教
師
・
静
永
准
教
授

演
習　

中
国
語
文
法
研
究 

（
言
語
文
化
研
究
院
）
西　

山　

准
教
授

集
中
講
義　

東
ア
ジ
ア
漢
文
文
化
の
解
放
と
創
造
（
後
期
）

 

（
名
古
屋
大
学
）
加
藤
国
安 

教　

授

 

︻
人
文
科
学
府
︼

講
義　

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

演
習
・
博
士
演
習　

王
昭
君
文
学
史
研
究 

竹　

村　

教　

授

演
習　

長
恨
歌
抄
訓
読
（
前
期
） 

静　

永　

准
教
授

演
習　

楚
辞
研
読
Ⅰ
（
後
期
） 

静　

永　

准
教
授

演
習
・
博
士
演
習　

書
舶
庸
譚
訓
読
Ⅰ
Ⅱ 

静　

永　

准
教
授

演
習　

中
国
文
学
研
究
法 

林
教
師
・
静
永
准
教
授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

竹　

村　

教　

授

論
文
指
導　

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

静　

永　

准
教
授

○
学
位
論
文

 

（
二
〇
一
三
年
三
月
学
位
取
得
）

古
代
漢
語
に
お
け
る
指
示
人
称
表
現
研
究

 

︹
博
士
（
文
学
）
乙
︺
西　

山　
　
　

猛

『
封
神
演
義
』
鍾
伯
敬
評
の
研
究

 

︹
修
士
（
文
学
）︺
岩　

崎　

華
奈
子

謝
霊
運
「
山
居
賦
」
研
究 

︹
修
士
（
文
学
）︺
東　
　
　

美　

緒

呉
偉
業
の
詠
物
詩
研
究 

︹
学
士
︺
今　

村　

彩　

乃

陶
晶
孫
の
福
岡
滞
在
と
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
会

 

︹
学
士
︺
幸　

島　

光　

義
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中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
二
号

梅
娘
の
女
性
観
と
与
謝
野
晶
子 

︹
学
士
︺
松　

岡　

千
絵
莉

唐
詩
に
お
け
る
子
女
描
写 

︹
学
士
︺
金　

見　

正　

悟

近
現
代
中
国
に
お
け
る
『
千
字
文
』 

︹
学
士
︺
吉　

田　

光　

一

（
二
〇
一
三
年
九
月
学
位
取
得
）

蘇
軾
文
学
の
成
立
と
蘇
氏
一
族
―
和
陶
詩
を
中
心
に

 

︹
博
士
（
文
学
）
甲
︺
原　

田　
　
　

愛

漢
代
五
言
詩
歌
史
の
研
究 
︹
博
士
（
文
学
）
乙
︺
柳　

川　

順　

子

孫
武
の
生
涯
と
『
孫
子
』 

︹
学
士
︺
岡　
　
　

駿　

介

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
二
六
三
回
（
二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
二
日
）
於
四
階
会
議
室

孫
武
の
生
涯
と
そ
の
兵
法 

岡　
　
　

駿　

介

郭
沫
若
「
行
路
難
」
と
佐
賀
熊
の
川
温
泉 
田　

中　

千　

絵

中
島
敦
と
漢
詩 
榎　

本　

さ
や
香

北
宋
使
遼
関
係
詩
考 

中　

村　

昌　

彦

陳
子
龍
の
擬
古
詩
に
つ
い
て 

中　

筋　

健　

吉

第
二
六
四
回
（
二
〇
一
三
年
二
月
二
日
）
於
四
階
会
議
室

敦
煌
変
文
に
お
け
る
伍
子
胥
と
そ
の
家
族 

鈴　

木　

裕　

亮

杜
甫
「
秋
興
八
首
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て 

永　

江　

健　

太

馮
夢
龍
『
笑
府
』
の
分
類
に
つ
い
て 

山　

口　

綾　

子

白
氏
新
楽
府
「
七
徳
舞
」
考 

静　

永　
　
　

健

日
本
と
中
国
に
お
け
る
『
椿
姫
』
の
翻
訳
―
同
時
代
東
ア
ジ
ア
の

　

文
脈
か
ら
見
た
林
訳
小
説 

中
里
見　
　
　

敬

第
二
六
五
回
（
二
〇
一
三
年
三
月
二
日
）
於
四
階
会
議
室

杜
甫
「
旅
夜
書
懐
」
創
作
時
期
の
再
検 

張　
　
　

宇　

超

「
処
州
孔
子
廟
碑
」
に
み
え
る
韓
愈
の
道
統
観 

趙　
　
　

二　

超

台
湾
国
家
図
書
館
所
蔵
『
新
雕
白
氏
六
帖
事
類
添
注
出
経
』
に
つ

い
て 

大　

渕　

貴　

之

『
白
氏
長
慶
集
』
中
「
古
調
詩
」
与
「
古
体
詩
」
之
関
係

 

杜　
　
　

暁　

勤

第
二
六
六
回
（
二
〇
一
三
年
四
月
二
十
七
日
）
於
教
育
学
部
一
階
会
議
室

開
元
「
五
王
」
と
唐
代
音
楽
文
化 

劉　
　
　
　
　

潔

明
末
の
出
版
と
小
説
批
評

 

― 『
封
神
演
義
』
鍾
伯
敬
評
を
中
心
に
― 

岩　

崎　

華
奈
子

友
悌
の
詠
月
詩
―
杜
甫
か
ら
蘇
軾
へ 

原　

田　
　
　

愛

南
宋
出
版
文
化
と
中
間
層
文
人
―
王
十
朋
『
会
稽
三
賦
』
史
鋳
注

を
例
と
し
て
― 

甲　

斐　

雄　

一

第
二
六
七
回
（
二
〇
一
三
年
七
月
二
十
七
日
）
於
四
階
会
議
室

陳
冷
血
の
翻
訳
小
説
『
生
計
』
に
対
す
る
一
考
察 

国　
　
　
　
　

蕊

左
思
「
三
都
賦
」
と
西
晋
司
馬
政
権 

栗　

山　

雅　

央

元
稹
の
家
系
と
彼
の
十
代
の
詩
作
に
つ
い
て
―
十
六
歳
の
作
「
代

曲
江
老
人
百
韻
」
を
中
心
に
― 

長
谷
川　

真　

史

第
二
六
八
回
（
二
〇
一
三
年
九
月
二
十
一
日
）
於
四
階
会
議
室

張
愛
玲
と
漢
奸
疑
惑
― 「
華
麗
縁
」
を
中
心
に
― 

橋　

本　

結　

花

明
代
小
説
に
お
け
る
批
評
と
評
者
―
李
卓
吾
評
と
鍾
伯
敬
評
を

め
ぐ
っ
て
― 

岩　

崎　

華
奈
子

近
世
日
本
に
お
け
る
中
国
琴
学
の
受
容
に
つ
い
て 

中　

尾　

友
香
梨
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彙
　
　
報

藝
術
化
的
「
徳
運
」
与
「
符
讖
」
学
説
―
兼
談
『
拾
遺
記
』
整
理

中
的
相
関
問
題 

林　
　
　
　
　

嵩

第
二
六
九
回
（
二
〇
一
三
年
十
一
月
十
七
日
）

＊
特
別
企
画
﹁
心
を
つ
な
ぐ
目
加
田
誠
と
漢
籍

 
︱
大
野
城
市
所
蔵
の
目
加
田
文
庫
に
つ
い
て
︱
﹂

 
於
大
野
城
市
ま
ど
か
ぴ
あ
・
三
階
大
会
議
室

漢
代
画
像
石
と
語
り
物
文
芸 

柳　

川　

順　

子

目
加
田
文
庫
の
創
設
に
つ
い
て

 

（
大
野
城
市
企
画
政
策
部

歴
史
を
つ
な
ぐ
事
業
推
進
室
）
舟　

山　

良　

一

中
国
文
藝
座
談
会
（
目
加
田
誠
主
宰
）
と
目
加
田
文
庫
（
漢
籍
）  

に
つ
い
て 

竹　

村　

則　

行

目
加
田
誠
先
生
の
思
い
出 

松　

﨑　

治　

之

 

︹
開
催
の
詳
細
は
本
誌
編
集
後
記
を
参
照
︺

○
他
学
会
・
研
究
会
で
の
発
表
（
九
大
中
文
室
生
の
み
掲
載
）

＊
第
六
一
回
九
州
中
国
学
会
大
会
発
表

 

（
二
〇
一
三
年
五
月
十
一
日
～
十
二
日
、
於
琉
球
大
学
）

『
封
神
演
義
』
に
お
け
る
鍾
伯
敬
評
の
検
討 

岩　

崎　

華
奈
子

唐
玄
宗
兄
弟
「
五
王
」
と
そ
の
宮
廷
音
楽
文
化 

劉　
　
　
　
　

潔

蘇
東
坡
の
詠
月
詩
―
兄
弟
を
偲
ぶ
月 

原　

田　
　
　

愛

＊
第
十
七
回
宋
代
文
学
研
究
談
話
会
発
表

 

（
二
〇
一
三
年
六
月
十
五
日
、
於
早
稲
田
大
学
）

蘇
天
爵
『
国
朝
文
類
』
初
探
―
宋
末
文
人
の
収
録
状
況
を
中
心
に
―

 

奥　

野　

新
太
郎

＊
第
六
十
五
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表

 

（
二
〇
一
三
年
十
月
十
二
日
～
十
三
日
、
於
秋
田
大
学
）

明
末
清
初
刊
の
小
説
に
お
け
る「
鍾
伯
敬
先
生
批
評
」本
の
再
検
討

 

岩　

崎　

華
奈
子

西
晋
武
帝
期
に
お
け
る
文
人
の
著
述
活
動
と
そ
の
立
場

 

―
左
思
「
魏
都
賦
」
の
分
析
を
中
心
に
― 

栗　

山　

雅　

央

○
社
会
連
携
事
業

＊
目
加
田
誠
先
生
・
さ
く
を
先
生
旧
蔵
書
中
の
漢
籍
の
整
理
と
目

録
作
成
（
二
〇
一
二
年
度
、
大
野
城
市
歴
史
を
つ
な
ぐ
事
業
推

進
室
）

＊
郭
沫
若
と
熊
の
川
パ
ネ
ル
展
（
二
〇
一
三
年
三
月
一
日
～
三
十

一
日
、
佐
賀
市
富
士
町
熊
の
川
温
泉
・
鵆ち
ど
りの

湯
）

＊
講
演
：
郭
沫
若
『
行
路
難
』
と
佐
賀
熊
の
川
温
泉
（
二
〇
一
三

年
三
月
十
六
日
、
同
右
・
鵆ち
ど
りの

湯
） 

田　

中　

千　

絵

○
会
員
消
息
︵
事
務
局
把
握
分
の
み
︶

杜　
　

暁
勤 

 

三
月
三
十
一
日
、
招
聘
外
国
人
教
師
の
任
期
を
満
了

し
、
北
京
大
学
中
文
系
に
帰
任
。

林　
　
　

嵩 
 

四
月
一
日
、
招
聘
外
国
人
教
師
と
し
て
、
北
京
大
学

中
文
系
よ
り
着
任
。

土
屋　

育
子 

 

四
月
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
に
転
任
。

大
渕　

貴
之 

 

四
月
、
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
講
師
に
着
任
。
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中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
二
号

第
二
六
九
回
座
談
会
開
催
報
告
︵
編
集
後
記
に
代
え
て
︶

彙
報
に
紹
介
し
た
通
り
、
わ
れ
わ
れ
の
中
国
文
藝
座
談
会
は
、
さ

る
二
〇
一
三
年
十
一
月
十
七
日
（
日
）
大
野
城
市
の
市
民
ホ
ー
ル

「
ま
ど
か
ぴ
あ
」
に
お
い
て
公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
一
九

五
一
年
五
月
の
発
足
以
来
は
じ
め
て
大
学
構
内
を
飛
び
出
し
て
催
さ

れ
た
特
別
企
画
で
あ
る
。
一
昨
年
来
大
野
城
市
で
す
す
め
ら
れ
て
き

た
目
加
田
誠
先
生
、
さ
く
を
先
生
ご
夫
妻
の
蔵
書
整
理
の
完
成
を
記

念
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
目
加
田
誠
先
生
ご
次
男
懋つ
と
む様

（
現
在
札
幌
に
お
住
ま
い
）、

ご
三
女
東
谷
明
子
様
（
現
在
京
都
に
お
住
ま
い
）
に
お
越
し
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
全
国
各
地
の
先
生
方
、
そ
し
て
大
野
城
市
の
一
般
市
民

の
方
々
を
併
せ
七
〇
名
余
の
参
加
者
を
得
た
。
実
に
予
想
を
遥
か
に

上
回
る
盛
会
で
あ
っ
た
。

午
後
一
時
半
の
開
会
冒
頭
で
は
、
ま
ず
目
加
田
文
庫
蔵
書
目
録
の

完
成
を
披
露
し
、
目
加
田
懋
様
、
東
谷
明
子
様
お
二
人
よ
り
井
本
宗

司
大
野
城
市
長
に
そ
の
蔵
書
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
︵
写
真
１
︶。
つ
づ

く
井
本
市
長
の
挨
拶
で
は
、
こ
の
文
庫
の
寄
贈
が
井
本
市
長
と
目
加

田
誠
先
生
、
さ
く
を
先
生
と
の
ご
生
前
に
お
け
る
長
い
交
流
が
端
緒

と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
大
野
城
市
職
員
お
よ
び
関
係
す
る
多
く

の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
熱
意
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
が
紹

介
さ
れ
た
。

講
演
会
で
は
、
県
立
広
島
大
学
の
柳
川
順
子
先
生
（
嘗
て
大
野
城

市
在
住
）
に
よ
る
漢
代
画
像
石
と
古
代
中
国
の
語
り
物
文
芸
に
つ
い

○
会
員
近
著
︵
事
務
局
把
握
分
の
み
︶

柳
川
順
子
『
漢
代
五
言
詩
歌
史
の
研
究
』

 

（
創
文
社
、
二
〇
一
三
年
二
月
）

東　

英
寿

 

『
歐
陽
脩
新
発
見
書
簡
九
十
六
篇
―
歐
陽
脩
全
集
の
研
究
』

 

（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
二
月
）

土
屋
育
子
『
中
國
戲
曲
テ
キ
ス
ト
の
研
究
』

 

（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
二
月
）

岩
佐
昌
暲
『
中
国
現
代
詩
史
研
究
』 （
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

有
木
大
輔
『
唐
詩
選
版
本
研
究
』 （
好
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
七
月
）

王　

毓
雯
『
清
代
文
人
蔣
士
銓
と
そ
の
戯
曲
研
究
』

 

（
中
国
書
店
、
二
〇
一
三
年
八
月
）

土
屋　

聡
『
六
朝
寒
門
文
人
鮑
照
の
研
究
』

 

（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
十
月
）
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編
集
後
記

て
の
研
究
発
表
に
は
じ
ま
り
、
大
野
城
市
企
画
政
策
部
「
歴
史
を
つ

な
ぐ
事
業
推
進
室
」
を
代
表
し
て
舟
山
良
一
氏
に
よ
る
目
加
田
文
庫

創
設
に
至
る
こ
の
三
年
間
（
平
成
二
十
三
年
～
二
十
五
年
度
）
の
作

業
の
詳
細
と
、
こ
の
目
加
田
文
庫
を
大
野
城
市
の
宝
と
し
て
今
後
ど

の
よ
う
に
保
存
し
活
用
し
て
ゆ
く
か
の
展
望
を
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
次
に
竹
村
則
行
先
生
に
九
大
中
文
研
究
室
を
代
表
し
て
、
目
加

田
誠
先
生
の
九
州
大
学
着
任
（
一
九
三
三
・
昭
和
八
年
）
以
来
の
歴

史
と
、
研
究
者
と
し
て
ま
た
九
大
中
文
研
究
室
と
し
て
の
立
場
か
ら

見
た
大
野
城
市
目
加
田
文
庫
の
意
義
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
︵
写
真

２
︶。
そ
し
て
最
後
に
筑
紫
女
学
園
大
学
名
誉
教
授
の
松
﨑
治
之
先
生

に
目
加
田
誠
先
生
の
お
人
柄
、
そ
し
て
研
究
者
か
つ
教
育
者
と
し
て

の
足
跡
と
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

会
場
内
に
は
目
加
田
誠
先
生
の
お
写
真
と
と
も
に
ご
蔵
書
の
中
か

ら
明
万
暦
刊
・
臧
懋
循
編
『
唐
詩
所
』（
零
本
）、
清
乾
隆
刊
『
呉
呉

山
三
婦
合
評
牡
丹
亭
還
魂
記
』、
亀
井
昭
陽
自
筆
『
古
序
翼
』、
郭
沫

若
『
金
文
余
釈
之
余
』（
郭
氏
贈
呈
識
語
あ
り
）、
そ
し
て
先
生
の
自

筆
ノ
ー
ト
や
原
稿
、
ま
た
数
多
く
の
著
作
の
中
か
ら
『
著
作
集
』（
龍

渓
書
舎
）、『
風
雅
集
』（
惇
信
堂
）、『
歌
集
残
燈
』（
石
風
社
）、『
中

等
時
文
教
科
書
』（
昭
和
十
四
年
に
先
生
が
出
版
さ
れ
た
中
国
語
教

科
書
）、『
北
平
日
記
』（
昭
和
八
年
か
ら
二
年
間
在
外
研
修
で
滞
在
さ

れ
た
北
京
で
の
日
記
、
自
筆
本
・
未
刊
）︵
写
真
３
︶
等
が
、
そ
し
て

本
誌
の
前
身
『
文
芸
座
談
会
ノ
ー
ト
』
既
刊
号
（
全
十
七
号
の
合
訂
）

が
展
示
さ
れ
た
。

（写真１）

（写真２）
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中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
二
号

約
一
万
七
千
冊
に
お

よ
ぶ
目
加
田
誠
先
生
、

さ
く
を
先
生
の
ご
蔵
書

が
、
こ
う
し
て
今
ご
夫

妻
の
過
ご
さ
れ
た
大
野

城
市
に
よ
っ
て
大
切
に

保
存
さ
れ
、
地
域
に
根

ざ
し
た
教
育
活
動
の
場

の
中
で
新
た
な
使
命
を

得
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ

れ
九
大
中
文
の
後
輩
と

し
て
も
こ
の
上
な
く
悦

ば
し
く
、
有
り
難
い
こ

と
で
あ
る
。
先
生
ご
夫

妻
の
研
究
者
と
し
て
の

魂
が
、
今
も
我
々
を
見
守
り
続
け
て
下
さ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
勇

気
と
温
も
り
を
感
じ
る
。
思
え
ば
先
生
は
、
か
の
詩
経
の
現
代
語
訳

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
代
の
難
解
な
文
学
を
現
代
の
私
た
ち

に
、
や
さ
し
く
、
か
つ
味
わ
い
深
く
提
示
す
る
こ
と
を
実
践
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
ご
蔵
書
群
が
い
み
じ
く
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
先
生

は
一
つ
の
対
象
に
没
頭
し
て
他
を
顧
み
な
い
と
い
う
よ
う
な
凡
百
の

研
究
者
に
あ
り
が
ち
な
態
度
を
誡
め
ら
れ
、
幅
広
い
視
野
か
ら
文
学

を
、
そ
し
て
人
間
そ
の
も
の
を
終
始
見
つ
め
続
け
ら
れ
た
。
講
演
会

終
了
後
の
雑
談
に
お
い
て
、
目
加
田
誠
先
生
の
高
弟
で
あ
る
松
﨑
治

之
先
生
、
高
橋
繁
樹
先
生
が
奇
し
く
も
異
口
同
音
に
語
ら
れ
た
「
目

加
田
先
生
は
︿
中
国
文
学
﹀
の
研
究
者
で
は
な
く
︿
文
学
﹀
を
研
究

し
て
お
ら
れ
た
の
だ
」
と
の
お
話
は
、
ま
こ
と
に
紳
に
書
す
べ
き
も

の
が
あ
る
。
現
在
大
野
城
市
で
は
地
域
の
歴
史
文
化
の
拠
点
と
し
て

「
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
」（
仮
称
）
の
建
設
を
計
画
中
で
あ
り
、

同
館
の
一
室
に
目
加
田
文
庫
が
一
般
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
目

加
田
文
庫
は
、
先
生
ご
夫
妻
が
集
め
ら
れ
た
日
本
古
典
文
学
・
中
国

文
学
双
方
の
研
究
書
を
併
せ
持
つ
稀
有
な
文
庫
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ご
夫
妻
の
歩
ま
れ
た
人
生
と
と
も
に
深
め
ら
れ
た
人
間
味
の
溢
れ
る

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
。
当
九
大
中
国
文
学
会
に
お
い
て
も
、
こ

う
し
た
地
域
の
文
化
事
業
に
可
能
な
限
り
協
力
し
続
け
た
い
。

 

（
静
永　

健 

記
）

（写真３）




